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京浜河川のＨＰは http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/ 

防災の日の 9月 1日（日）午前中に『平成 25 年度横浜市総合防災訓練』が鶴見区駒岡５丁目の鶴見川

の防災船着場付近の河川敷で行われました。この訓練は、地元の町内会や県警、陸上自衛隊など４０を

超える機関が参加・協力する大規模なものです。                         

「市民の防災意識の高揚」「地域防災力の向上」を図ることが目的で、当日は、市内に最大震度７の大地

震が発生したことを想定し実施されました。発災直後の自助・共助につながる住民参加型（駒岡地区の

住民約 60 人が参加）のものや、道路やライフライン復旧、救出・救助など、関係機関が連携した実践的

な訓練の様子を見ることができました。

倒壊した家屋からの

救出訓練です。チェン

ソーで穴を開け、入口

を作っています。 

堤防上に張ったテ
ント前から訓練を
熱心に見学してい
ます。 
（下は、京浜河川事
務所の展示状況） 

ヘリコプターを使
って、河川へ落ち
た方を救出する訓
練です。（下は、船
による救出） 

 

火災が発生した
家屋の消火訓練
です。（上は水道
復旧訓練） 



 

 

 

 

 

 

 

あ と が き 
最近、街の中に『ここの地盤は海抜２ｍです』

などの表示を記載したシールが電柱に貼ってあ
るところを見かけます。慶長型地震による津波浸
水予測図なども公表されています。 
鶴見川では、堤防の下が液状化し大きく沈下す

るのを防ぐために、堤防耐震工事が 10 月中旬か
ら始まります。それに向けて、関係する地元の自
治会長さんを訪ねたり、自治会の会議で工事の説
明をしたりと準備を進めています。 
工事箇所に住宅が近接している所では、事前に

家屋の状況がどうなっているのか調査なども行
う予定です。また、10 月までに土質調査や測量な
どの準備作業も行います。 
通行止めの箇所が発生し、河川利用者にご迷惑

をおかけしますが、よろしくお願いします。 
 
『鶴見川出張所だより』編集長（上林喜美夫） 

全国各地での大規模水害の発生、土木構造物の老朽化、昨今の財政状況も踏まえ、より効果的・効率的な河川
管理が求められています。また、合わせて、維持管理に係る社会的な関心も高まりつつあります。 
  このような背景を踏まえ、京浜河川事務所が管理する多摩川・鶴見川・相模川において、日々の河川管理の取り
組み状況等を整理した年次レポートを、『河川管理レポート』としてまとめました。（下の写真は、取り組みの一部） 
  『河川管理レポート』により、地域の皆様に普段見えにくい河川管理の取り組みを知って頂くとともに、補修実績や
施設変状傾向等を踏まえたより効果的・効率的な河川管理を行うことを目指しています。（平成２３・２４年度版）     
詳しい内容は、http://www.ktr.mlit.go.jp/keihin/keihin00299.html 

ＪＲ小机駅の近くにある、地域防災施設『鶴見川流

域センター』は、流域にお住まいの皆様への情報発信
施設として、また、洪水や地震時の防災拠点となる施

設として運営しています。 

90 年前の大正 12 年（1923 年）9月 1日に関東大震
災が発生しました。この日が『防災の日』になり、9

月が防災月間となっています。 
鶴見川流域センターでは、今月、防災をテーマに『わ

が家の防災くんれん』などのイベントも 9月 23 日に

予定しています。 
是非、ご来館下さい。 

【毎週火曜日が休館日です】 
住所 横浜市港北区小机町２０８１ 
電話 ０４５－４７５－１９９８ 

（鶴見川流域センター直通） 

RCM 鶴見川分科会の様子 

京浜河川事務所には、『リバーシビックマネージャー』
（川の市民管理者：RCM という）という制度があります。
鶴見川下流部（鶴見出張所管内）と中流部（新横浜出

張所管内）に登録している RCM の方が、９月３日（火）
午後、鶴見川流域センターに集まり、合同の分科会を開
催しました。（新横浜管内５名、鶴見管内５名登録）この
分科会には、４名の RCM の方と職員４名が参加しました。
最初に、京浜河川事務所職員が『河川管理の話題』を

提供し、鶴見出張所長、新横浜出張所長が工事や河川管
理面での話題提供を行いました。 

その後、ＲＣＭの方から支川の樹木伐採に関する意見
や市民の河川管理に関する提案などが行われ、それらを
含めた意見交換会を行いました。 


